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上下駅

0１ 02 背景・⽬的

 現代社会では、地⽅から都会へ若者が流出する傾向にあり、核家族の増加が顕著に表れている。
故郷で過ごす家族や⼤切な⼈との時間はかけがえのないものであり、有限だからこそ「節⽬」を⼤事にしたい。
 どのような空間があれば、「節⽬」を感じ取る⼈⽣を送ることができるだろうか。注⽬したいのは、⽇本に古来よりある「ハレとケ」の⽂化である。
⽇々繰り返される通常の⽣活を「ケ」の⽇、祭礼や年中⾏事のような、普段とは異なる特別な⽇を「ハレ」の⽇と呼び、⽇常と⾮⽇常を使い分けてきた。
ハレがなければケは廃れ、ケがあるからこそ⽇常の有難みを感じ、ハレが⼀層特別なものになる。ハレとケを⼤切にしながら、節⽬を感じ取ることの
できる施設を提案し、⼈々が限られた時間を有意義に過ごすきっかけをつくることを⽬的とする。
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⾷や⼟産物などの資源が少なく観光客が地域内で消費⾏動に移れないという課題があることから、⼟産屋・地域野菜販売所を設ける。
野菜の販売所は農家にとってのハレの舞台、⼈通りが多く視認性の⾼い場所に配置する。また買い物は地域の⼈にとってケであり、⽇常と⾮⽇常を

楽しめる場をつくる。

上下駅の⼀⽇の電⾞の本数は５本であり、電⾞の発⾞時刻の間隔が⻑いため都会の駅のような忙しない時間と反対にゆったりとした時間が
流れる。待合の時間も楽しくなるような計画を⽬指し、待合空間を内部と外部に散りばめる。また、季節のイベントに併せてひな⼈形や鯉の
ぼり等、節⽬飾りを展⽰するハレの空間をつくる。

観光客や地域の⼈が集う⼤きな⾷堂を設ける。飲⾷スペースは畳・⼟間・デッキがあり、その⽇の気分に寄り添う。⼟間のキッチンや⼩上がり
の畳、庭が⾒えるデッキは上下町の町屋をモチーフにした間取りであり、家のようなあたたかさを演出している。四季を感じながら⾷事できるた
め、季節ごとに違う楽しい時間を過ごすことができる。

 特別な⽇や⽇常を彩る花を販売する。お店の雰囲気が分かりやすいように、⼤きな窓を設け、ふらっと⽴ち寄りやすい計画としている。
 施設の利⽤者全員がハレとケを楽しめるように、スタッフルームも配置や開⼝部の位置、動線を⼯夫している。スタッフルームは作業効率を
上げるために、動線を⼀直線になるようにし、カウンターに充分な収納スペースを確保することで、はたらく⼈の⽇常を⽀える間取りになって
いる。カウンターからは、お客さんが花を選ぶ姿や⾊とりどりの花が咲く庭が⾒える計画とした。

上下町を総括した案内所を設ける。観光情報案内コーナー、季節のイベント紹介コーナー、上下町歴史紹介コーナーを設ける。
改札や⽩壁まちなみの観光地へアクセスしやすい位置に計画する。また、2階には地域住⺠のギャラリーを設ける。

広場
 季節のイベントやプレーパークを開催できるスペースを確保した。⽕おこしや⽊⼯作など⼦どもたちにとって⾮⽇常な体験ができる⾃然豊かな
広場を設計した。また、中⾼⽣のボランティアスタッフを募り、まちに貢献できる若者の居場所をつくる。

⼭本 菜々⼦
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